
別紙 1 

法人名 特定非営利活動法人 春日部地域資源振興会            

事 業 計 画 書 

事業名 
 春日部地域資源を活用した自立事業 

 ※簡潔で分かりやすい名称を付けてください。 

種類 
（1）SDGs 推進事業（ 人間  豊かさ  地球  平和  ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ  ） 

（2）自立促進事業（ 人間  豊かさ  地球  平和  ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ  ）  

1．事業の目的 

 

 春日部地域資源振興会は、令和 4 年度に本助成金をいただき、

「桐炭の製造」「桐椅子サンプルの作成」「普及啓発事業の開催」「パ

ンフレットの作成」を実施いたしました。その中で、「桐椅子サン

プル」については、モニタリングの中で「丈夫で軽いことから高齢

者施設での需要があるのではないか」との意見をいただきました。 

そこで、本年度は本振興会の自立に向けて可能性のある「桐椅子

の製造」について、高齢者施設と連携し、製作前に施設側から使い

勝手等のヒアリングを行った上で高齢者施設用向け桐椅子を製作

し、高齢者施設へ貸し出し、2回のモニタリングにて需要調査を行

います。 

また、春日部市内でリノベーションまちづくり（以下「まちづく

りグループ」という）を進めている方々とコラボして、「桐たんす」

をリパーパス（素材を生かして修復し再利用する）して「衣装たん

すの用途」以外で活用することで、廃棄されそうな古い桐たんすを

別の用途に生まれ変わらせて利活用する事業を実施します。 

上記、2つの事業により、本会の自立への足掛かりを作るととも

に、廃棄されるケースが多い古くなった「桐たんす」を再生し、環

境に優しい生活を維持することを目的とします。 

さらに、本振興会の知名度を上げるために、押絵羽子板教室の開

催、パンフレットの増刷及び新規作成を実施するものです。 

2．事業の内容 （1）桐椅子の製造とモニタリング調査 

  ・当振興会の収益として可能性のある「高齢者用桐椅子」を 4 脚製

作し、高齢者施設に 5 か月程度貸し出し、モニタリング調査を行

い、普及および自立への可能性を確認する。 

  ・製作に当たっては、高齢者施設と使い勝手等について十分な話し

合いを行い、先方の希望にそった「高齢者用桐椅子」を製作する。 

（2）桐たんすのリパーパスとアンケート調査 

  ・まちづくりグループとコラボして、先方が所有している桐たんす

をリパーパスし、新たな用途で利活用できるように加工する。 

・リパーパスした桐たんすをまちづくりグループがリノベーション

事業を計画している店舗等に置き、桐たんすのリパーパスに対す

るアンケート調査を行い、桐たんすのリパーパスの方向性につい

て検証する。 

 

◎Ａ４片面４枚以内で簡潔に記載してください。 



（3）普及啓発事業の開催 

  ・桐製品の普及啓発のために、昨年度人気のあった干支の押絵羽子

板教室を開催する。 

・市内小学校からの桐箪笥工場見学会を積極的に受け入れる。 

（4）パンフレットの増刷と作成 

  ・昨年デザインしたパンフレット（A4・4p）の増刷を行うとともに、

新規に工場見学用小学生向けパンフレット（A4・4p）を作成する。 

3．実施計画 

 
（1）桐椅子の製造とモニタリング調査 

 ➀ 高齢者施設側が求める椅子のデザインについて打合せを行う。 

➁ 高齢者施設用の桐椅子を製作する。 

 ➂ 高齢者施設に 5 か月間貸し出し、モニタリング調査を行う。 

   モニタリング調査は、導入時と貸与機関終了時の 2回実施する。 

   〔モニタリング調査項目(案)〕  概ね 50 人程度を予定 

 入所者 介助者 施設管理者 

⒈ 機能性 

 ➀ 座り心地 

 ② 移動等の手軽さ 

 ➂ 強度と手入れ 

 

5 段階評価 

同上 

同上 

 

5 段階評価 

同上 

同上 

 

5 段階評価 

同上 

同上 

⒉ デザイン性 

 ➀ 室内等との調和 

 ② 使いやすさ 

 

5 段階評価 

同上 

 

5 段階評価 

同上 

 

5 段階評価 

同上 

⒊ コストパフォーマンス 

 ➀ 想定販売価格 

 ② 発注可能性台数 

 ➂ 想定耐用年数 

 

5 段階評価 

同上 

同上 

 

5 段階評価 

同上 

 

5 段階評価 

同上 

同上 

④ 高齢者施設等からの意見をまとめて自立への可能性を確認する。 

（2）桐たんすのリパーパスとアンケート調査 

 ➀ 桐たんす（2 棹）をまちづくりグループの要望にそった利用形態に

なるようリパーパスする。 

 ➁ リパーパスした桐たんすをまちづくりグループが事業展開する施設

に置き、1 か月程度のアンケート調査を行う。 

〔アンケート調査項目〕 概ね 50 人程度を予定 

 来客 施設管理者 

⒈ 機能性 

 ➀ 用途について 

 ② 可能性について 

 

5 段階評価 

同上 

 

5 段階評価 

同上 

⒉ デザイン性 

 ➀ 室内等との調和 

 ② 使いやすさ 

 

5 段階評価 

同上 

 

5 段階評価 

同上 

 ➂ 関係者からの意見をまとめて桐たんすのリパーパスの可能性を検証

する。 

 



（3）普及啓発事業の開催 

 ➀ 干支の押絵羽子板教室を開催する。 

② 小学生対象の桐箪笥工場見学会を開催する。 

（4）パンフレットの増刷と新規作成 

 ➀ 昨年デザインしたパンフレットの増刷（A4・4p パンフレット 3,000

部）を行う。 

 ② 工場見学用パンフレット（A4・4p、小学生用）を作成する。 

 

○スケジュール 
時期 実施内容 
7 月 (1) 桐椅子のデザイン検討、高齢者施設との協議 

(2) まちづくりグループとの協議 
8 月 (1) 桐椅子の製作 

(2) 桐たんすのリパーパス作業 

9 月 

(1) 桐椅子の高齢者施設への貸し出し 
(2) リパーパスした桐たんすの納品 
(4) 新規パンフレット（デザイン）の作成 

 10 月 (1) 高齢者施設でのモニタリング調査➀導入時 

 11 月 

(2) リパーパスした桐たんすのアンケート調査 
  〔約 1 か月程度〕 
(4) パンフレットの増刷および新規印刷 
(3) 干支の押絵羽子板教室の開催 
(4) 工場見学の受け入れ 

 12 月 (4) パンフレットの配布 
1 月 (1) 高齢者施設でのモニタリング調査②利用状況 
2 月 成果の確認ととりまとめ 

 
○広報計画 
➀ 当会ホームページ及び春日部市の広報等に掲載してもらい、干支の

押絵羽子板教室の参加者を募集する 
 ② 工場見学等に来場する小学生たちにパンフレットを配布する 
 ➂ 会員活動時にパンフレットを配布（会員イベント実施会場） 

4．実施体制 ・全体調整：飯島、香田 
・桐椅子の製作：飯島、荒井 
・桐たんすのリパーパス作業：飯島、荒井 
・高齢者施設のモニタリング調査及び桐たんすのアンケート調査： 

飯島、香田 
・パンフレット作成：飯島、香田、外部委託業者 
・パンフレット配布：飯島、島田、水野、八木、浦尾、窪田、香田 
・干支の押絵羽子板教室の開催：水野 

5．事業の効果 

 

(1) 桐椅子の製造とモニタリング調査 

・高齢者施設で利用勝手の良い桐椅子の機能性、コストパフォーマンス

評価を利用者及び施設関係者等から確認することで、今後の販路及

び価格設定等について確認ができる。 

 



（2）桐たんすのリパーパス 

・これまで廃棄されることの多かった桐たんすをリパーパスすること

により、桐たんすの利活用の幅が増えるとともに、環境負荷を少なく

することができる。 

・当会の目的である「春日部地域資源」である桐たんすの利活用を多く

の人たちに知ってもらうきっかけとなる。 

（3）普及啓発事業の開催 

・干支の押絵羽子板教室の開催、工場見学会等をホームページや各種メ

ディアに掲載することで当会の知名度を上げることができる。 

(4) 工場見学用小学生向けパンフレット 

 ・これまでに作成したパンフレット 2種類のほかに、新たに桐たんす工

場見学用パンフレットを作成することで、当会の活動をさまざまな場

面で PR できる。 

6．今後どのよう

に事業を継続し

発展させるか 

※自立促進事業のみ 

・今後も桐椅子の生産ロットを増やすことで安価なものにしていくとと

もに、高齢者施設の需要ニーズをさらに調査して実用化を目指します。

また、展示会等には積極的に参加するとともに特約販売網を構築してい

きます。 
・桐たんすについては、新たな利活用の方向性を探りながら、さまざまな

場面で使われるような用途・デザインにリパーパスすることで廃棄では

なく、再生の道を積極的に開拓していきます。 
・干支の押絵羽子板教室については毎年継続し、ニーズの高い 12 支が揃

えられるように継続していきます。 
・パンフレット類については、目的に合わせて改良しながら分かりやすい

ものを整備していきます。 
 
 



 

 別紙 2 

法人名 特定非営利活動法人 春日部地域資源振興会 

事業収支予算書 

1 収入の部 

項  目 予算額（円） 積算内訳 

助成希望額（千円未満切捨） 500,000    
自己資金 1,400  

事業実施による収入等 12,000 
干支の押絵羽子板参加費 

@1,000 円×12 人 
その他 0  

合  計 513,400 ○Ａ  
 
2 支出の部 

項  目 予算額（円） 積算内訳 

会場費 

押絵羽子板教室会場使用料 6,000 
 
ぽぽら春日部会議室借上料 
2 部屋 1,200 円×5 時間 

通信運搬費 0  
旅費交通費 0  
消耗品費 

押絵羽子板教室消耗品費 

桐椅子材料費 

桐たんすリノベーション用材料

費 

136,400 

 
羽子板キット@2,200 円×12 組 
桐椅子用会津桐@22,000 円×4 脚 
桐たんすリノベ―ション用会津桐 
 @22,000 円×1 

備品費 0  
委託費 

パンフレット等作成委託料  121,000 

（増刷分） 
A4・4p パンフレット増刷 3,000 部 
（新規作成） 
A4・4p 工場見学小学生用 1,000 部 

謝金 0  
人件費 

桐椅子製作費 

 

桐たんすリパーパス作業費 

押絵羽子板教室賃金 

モニタリング調査員費 

250,000 

 
桐椅子製作工賃 @10,000 円×8 日×2
人 

桐たんす加工賃 @10,000円×3日×2人 
@10,000 円×1 日×1 人 
@10,000 円×2 日×1 人 

その他 0  
合 計（事業費） 513,400 ○Ｂ  

  収入の部の合計（○Ａ）＝支出の部の合計（○Ｂ） 

◎応募の際に本予算書で計上しなかった経費項目は、事業実施

時に支出が生じたとしても対象経費とはなりません。 


